
（教科名） 国語 『精選　古典探究　古文編』明治書院
『精選　古典探究　漢文編』明治書院
『2025共通テスト対策【実力養成】重要
問題演習 古典』Benesse
『基礎から学ぶ　解析古典文法　三訂
版』桐原書店
『Key&Point 古文単語330　三訂版』いい
ずな書店
『漢文学習必携　三訂増補版』京都書房
『新訂 国語図説　五訂版』京都書房

4 高３《文系必修》
（科目）　古典探究

教科「国語」シラバス

1. 学習の到達目標と評価の観点

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの…………… 60%

・大学入試の過去問題や予想問題を読み解く中で、古典に用いられている語句
の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。文法や敬語をはじめとする読
解スキルを身につける。【知】
・古典作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
古文や漢文を読むことを通して、我が国の文化の特質や、我が国の文化と中国
など外国の文化との関係について理解を深めることができる。【思】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自
己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする。【主】

学習の到達目標

《知識・技能》　古典の文章を正確に読み解くために必要な語彙、文法事項、
古文常識等の知識や技能を習得している。

評価の観点

《思考・判断・表現》　 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。

《主体的に学習に取り組む態度》　 言葉がもつ価値への認識を深めようとして
いるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させる。また、協働し
て古文解釈に取り組み、言葉を通して積極的に他者や社会に関わろうとしてい
る。

【定期考査における観点別評価について】

年間４回の定期考査において、各回とも問題ごとに《知識・技能》《思考・判断・表現》《主体的に学習に取り組
む態度》の３観点における評価を行い、点数化し、評定算出の基本資料とする。

【点数化が難しい科目や課題について】

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの…………100%

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの…… 80%

Ｄ：未提出、未実施…………………………………………　0%



・和歌『万葉集』
　　　『古今和歌集』
　　　『新古今和歌集』等

・和歌という文章の種類や古典特有の表
現に注意して、内容を的確に捉える。
・和歌の修辞などの表現の特色について
理解を深める。
・和歌の着想や表現方法の時代による変
化を理解し、鑑賞する。

・読解演習を通して、漢文を読むために
必要な訓読のきまりについて、理解す
る。
・句法や漢文常識を習得する。
・文章の構成や展開のしかたを的確に捉
え、内容への理解を深める。

【小テスト等】
・古文単語テスト
・スタディサプリチェックテス
ト（ベーシック古文）

・古文単語テストに週２回取り組み、単
語力を強化する。
・配信されたスタディサプリチェックテ
ストに取り組み、古典文法知識の総復習
を行う。

2. 学習計画及び評価方法等

※教育的効果を考え、事前に生徒に説明した上、扱う教材・内容を変更することもある。

単元 学習のねらい 学習のポイント、使用教材等

・文語助詞・敬語表現について理解す
る。
・古歌や漢詩を踏まえた表現に触れ、宮
廷サロンで求められていた文学的素養に
ついて理解を深める。
・文章の内容を構成や展開に即して的確
に捉える。

・和歌に関する評論を読み、作者の思想
を読み取る。
・詩歌の言葉の働きや本質などについて
学ぶ。
・和歌に表現される「言葉」と「心」の
関係性について考えを深める。

・読解演習
（『伊勢物語』、『方丈記』、
『おくのほそ道』、『平家物
語』等）

・様々な時代・分野の古典作品に触れる
中で、習得した知識を生かして内容を解
釈する訓練を積む。
・背景知識や古文常識・文学史の知識を
確認する。

助詞、敬語

使役形、受身形、否定形、
疑問形、反語形　等
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【古文】
・随筆『枕草子』
　二月つごもりごろに

・評論『無名抄』
　おもて歌のこと

【漢文】
・読解演習
（史伝、思想　等）
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【古文】
・物語『源氏物語』
　小柴垣のもと（若紫巻）

・平安時代の語彙、最高敬語や補助動詞
の敬語について理解する。
・出来事の展開や作中人物の心情を捉
え、人物造形や心理描写などの表現の特
色に触れる。
・作中の和歌を修辞技巧に留意して、話
の展開に沿って解釈する。

敬語、和歌の修辞



仮定形、比較形、抑揚形、
選択形、詠嘆形　等

【古文】
・読解演習
（『伊勢物語』、『方丈記』、
『おくのほそ道』、『平家物
語』等）

・様々な時代・分野の作品に触れる中
で、習得した知識を生かして内容を解釈
する訓練を積む。
・背景知識や古文常識・文学史の知識を
確認する。

共通テスト予想問題
私立大学入試過去問題

【漢文】
・読解演習
（文章、史伝、思想、漢詩
等）

・読解演習を通して、漢文を読むために
必要な訓読のきまりについて、理解す
る。
・句法や漢文常識を習得する。
・文章の構成や展開のしかたを的確に捉
え、内容への理解を深める。

・古文単語テストに週２回取り組み、単
語力を強化する。
・配信されたスタディサプリチェックテ
ストに取り組み、古典文法知識の総復習
を行う。

・読解演習
（『枕草子』、『徒然草』、
『錦木物語』(仮名草子)、『十
訓抄』、『太平記』等）

・様々な時代・分野の作品に触れる中
で、習得した知識を生かして内容を解釈
する訓練を積む。
・背景知識や古文常識・文学史の知識を
確認する。
・共通テスト予想問題を解くことによ
り、特有の形式に慣れる。

【古文】
・読解演習
（『源氏物語』、『石清水物
語』、『蜻蛉日記』、『栄花物
語』、『俊頼髄脳』等）

・様々な時代・分野の作品に触れる中
で、習得した知識を生かして内容を解釈
する訓練を積む。
・背景知識や古文常識・文学史の知識を
確認する。
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【漢文】
・読解演習
（文章(随筆、逸話、伝奇小
説)、漢詩　等）

・読解演習を通して、漢文を読むために
必要な訓読のきまりについて、理解す
る。
・句法や漢文常識を習得する。
・漢詩のきまりと表現の特色について理
解を深める。
・文章の構成や展開のしかたを的確に捉
え、内容への理解を深める。
・共通テスト予想問題を解くことによ
り、特有の形式に慣れる。

【小テスト等】
・古文単語テスト
・スタディサプリチェックテス
ト（ベーシック古文）

【漢文】
・読解演習
（文章、史伝、思想、漢詩
等）

・読解演習を通して、漢文を読むために
必要な訓読のきまりについて、理解す
る。
・句法や漢文常識を習得する。
・文章の構成や展開のしかたを的確に捉
え、内容への理解を深める。

・古文単語テストに週２回取り組み、単
語力を強化する。

【小テスト等】
・古文単語テスト

２

学

期

中

間

考

査

ま

で

【小テスト等】
・古文単語テスト

共通テスト予想問題
私立大学入試過去問題
国公立大学入試過去問題

・古文単語テストに週２回取り組み、単
語力を強化する。
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自宅学習

定期考査の素点合計400点（４回分）に対し、平常点合計は100点とし(素点：平常点＝４：１)、多面的評価を
行う。

【成績評価の概要について】

⑴ 学期における評価の対象

① 中間考査：100点《知識・技能》《思考・判断・表現》
② 期末考査：100点《知識・技能》《思考・判断・表現》
③ 平常点（授業内小テスト、提出課題等）
　　　　　　：50点《知識・技能》《思考・判断・表現》《主体的に学習に取り組む態度》

⑵ 学期評定の算出方法

定期考査の素点合計200点に対し、平常点合計は50点とし(素点：平常点＝４：１)、多面的評価を行う。

⑶ 年度末評定の算出方法


